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神疾患の分類と診断の手引』（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders）、いわゆ
る DSM と、世界保健機構（WHO）が定める『疾病及び関連保健問題の国際統計分類』
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る研究は活発におこなわれていたという（高橋 1976: 23-4）。 
 しかしその後、社交不安障害に関する研究は奇妙な道筋をたどる。不思議なことに、本
社交不安障害の臨床社会学に向けて 



































 しかし、この DSM 第 3版での記載が契機となり、社交不安障害は徐々に注目を集める
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 笠原（2005: 44）より 
  
社交不安障害 対人恐怖 
B     A     C 
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1でいうと、ICDの方の B項目の（2）と（3）がそれにあたる。もちろん、B群に属する
こうした症状は、日本社会にも皆無であるわけではない。ただ、日本における対人恐怖研
究では、A 群や、以下に述べる C 群に相当する症状がきわめて一般的であるのに比べて、
B 群の症状は中核症状には該当せず、周辺的なものだとされてきたのである（内沼 1997: 
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あせることのない興味深い業績を残している。代表的なものとしては、内沼幸雄の一連の





















































































































ばしばある（Kutchins & Kirk 1997＝2002; Lane 2007＝2009など）。 
 第 2 は、社交不安障害に有効とされる、選択的セロトニン再取り込み阻害薬（Selective 
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